
第2回奈良市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

日時：平成27年 5月 28日（木） 

10時 00分～12時 00分 

場所：奈良市役所北棟6階第21会議室 

 

１．開会挨拶 

 

２．経過報告 

【前回からの経過報告を事務局より説明】 

【奈良市のバリアフリーの取組みについて】 

（三星会長） 

政府のバリアフリーの委員会や近畿運輸局の委員会、大阪府の福祉のまちづ

くり審議会、さらには京都市から、奈良は通常のバリアフリーに加え、寺院、

神社や観光のバリアフリーに力を入れていることで非常に興味を持たれてい

る。また、災害時の弱者対策として、高齢者や障がいのある方が逃げられる

減災の仕組みについて、この協議会でも力を入れていきたい。 

 

 

３．中間報告以降の特定事業計画の変更点について 

４．特定事業計画策定後の推進体制について 

【近鉄奈良駅のエスカレーター等の拡大整備について】 

・コンコース（駅地下 1 階、改札周辺広場）のエスカレーターの設置について

は、スペースと構造上の課題があり、設置は難しい。地上階からホームまで

エレベーターの乗り継ぎによりつながっているので、現状はそれで対応して

いることとして、ご理解いただきたい。 

・コンコース内への下りエスカレーターの設置については現在は難しくても、

30年、50年単位のまちづくりの中で可能となる時期がくることもあるので、

長期課題として残しておく。 

・地上階からコンコースへの下りのエレベーターの場所が分かりにくい。足の

悪い人は上りより下りの方が大変なので、奈良観光の帰りは電車利用をあき

らめてタクシーに乗らざるを得ない方もおられる。 

→地上階には駅員がいないため、利用者に対する案内の手助けについては、他

の事業者様にご協力いただいている可能性もある。今後、ソフト面の対応も

検討したい。 



・エスカレーターの設置が構造上できないからといって、諦めるのではなく、

車いす利用者の方も含め、足の悪い方が上下移動に必要なものは何かという

視点で、他の方法も考えてほしい。 

 

【商店街のバリアフリー対応について】 

・各商店街の皆様については、バリアフリーについて可能な限り取り組んでお

られる。点字ブロックや店の入り口への擦り付けなどについては、道路の改

修時期に考えていきたいと仰っていただいている。 

【行政の対応について】 

・市も財政状況に余裕があるわけではないが、財政部局とも調整し、前向きに

検討する方向である。この計画に基づいて粛々と進めていきたい。 

・県も今年度予算が厳しい状況にあるが、優先順位を付けながら取り組んでい

きたい。 

・警察でもお金の問題が一番大きく、国の補助が必須である。奈良県内でも６

つのバリアフリー基本構想が策定されているので、バランスよく進めていか

なければならない。 

 

【その他バリアフリーに対する要望】 

・オリンピックも大事だが、生活者に対するバリアフリーの視点も非常に重要

である。 

・タクシー協会では車いす利用者対応の講習を行っている。利用者を背負うこ

ともあり、思いやりを重視した対応を行っている。 

・財源が厳しいといった話はあるが、各関係者と協議の上、創意工夫をして進

めていただきたい。 

・事業者だけで事業を進めず、当事者の方に相談できる仕組みを作ることがで

きる方向も検討してもらいたい。 

 

【特定事業計画の推進について】 

・今後も奈良市バリアフリー基本構想推進協議会を定期的に開催し、今回策定

した「奈良市バリアフリー特定事業計画」の進捗管理、情報発信に関する協

議・助言や事後評価などを行っていく。 

 

【特定事業計画の策定について】 

・了承される。 

 

 



５．その他の取組みについて 

・高齢者や視力の弱い方が階段を降りたところで転ぶことがあるため、階段の

終わりがわかるような工夫や灯りの設置などを検討してほしい。 

・外国人へのおもてなし対応としてのバリアフリーについても考えていきたい。 

・お金がなくても工夫や気遣い等、人で対応できることはたくさんある。 

・奈良県は観光バリアフリーで後れをとっている。そろそろ民間の立場で奈良

でも民間としてバリアフリーセンターのようなものを立ち上げる時期が来た

と考えている。 

 行政にできない、民間の立場での仕掛けをどんどんやっていきたい。 

・ようやく今日、特定事業計画の策定を迎え、非常にうれしく思っている。 

・奈良は外国人観光客が多いため、文化の違い（トイレの使い方など）に対応

する対策が必要である。 

・今後、万年青年クラブでも一緒にバリアフリーの取組みをＰＲしていきたい

と思っている。 

・お金が無いなら無いで、我々自身がバリアフリー対応を行う必要がある。人

によるバリアフリーならそれほど予算はかからない。 

・市民一人ひとりがお互いを助け合う思いをもって取り組んでほしい。 

 

６．閉会 

 


